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	「中小企業の会計」～その整備と普及に向けて～
	中小企業をとりまく金融環境は、最悪期を脱したものの、依然として厳しい状況。金融機関の貸し出し態度も低い水準にとどまっている。貸出残高を見ても、大企業に比べ低く、依然として減少傾向にある。
	金融環境の厳しさが、中小企業の資金繰りを低い水準にとどめている。特に、土地等の資産価値が減少している中、従来のような担保に頼った金融には行き詰まりがある。
	４．「中小企業の会計」策定の意義
	６．中小企業庁・中小企業関連団体における取組み
	「リレーションシップバンキングの機能強化計画の進捗状況」（金融庁）によると、財務諸表の精度が相対的に高い中小企業に対する融資プログラムを整備した金融機関は、地方銀行６４行のうち４１行、第二地方銀行５０行のうち２４行、信用金庫３０６金庫のうち９８金庫、信
	８．金融機関における先進的な取組事例
	「中小企業の会計」は策定から２年を経て、３割超と一定の認知を得ているものの、全く知らない企業も６割以上あり、さらに普及の余地がある。「中小企業の会計」は税理士や新聞等を通じて知られることが多い。
	「中小企業の会計」の今後の活用方法として財務状況を把握することが最も多く、続いて資金調達力の強化や取引先への信用力の強化を挙げる企業が多い。金融機関に財務情報を積極的に開示するために必要なメリットとして、金利の軽減や与信枠の優遇、無担保が挙げられている
	計算書類の作成・分析に当たって、経営者自身や役員、担当職員の理解を深めることが必要と考えている企業が多いが、外部専門家の活用についてのニーズも高い。また、作成・分析にあたっての第三者によるサポートとしては税理士のアドバイスを受けている企業が最も多く、
	１２．今後の取組み

